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1  はじめに 
  B-to-C の電子商取引を支援する手段として推薦

シ ス テ ム が 注 目 さ れ て い る ． こ れ に は

www.amazon.com で用いられているような単体の

推薦システムだけでなく，複数のショッピングサ

イトからの情報を統合して，商品の推薦を行う

BargenFinder や Jango といったシステムも存在

する[1]．しかしながらこのようなブローカを介し

たシステムでは，商品推薦の主導権はブローカに

あり，その推薦の基準も価格だけによることが多

く，インターネット上に開かれた市場を提供して

いるとはいえなかった．ここでは複数の情報源が

キャラクタエージェントを介して，直接ユーザと

相互作用を行い，競争的に情報の推薦を行うシス

テムを提案する．  
2 競争型情報推薦システム 
システム構成を図 1 に示す．ユーザからの要求に

対して，エージェントがそれぞれの Web 情報源か

ら情報を集め，アイテム DB に格納する．エージ

ェントは図 2 に示すようなキャラクタインタフェ

ースを介して，ユーザに情報の推薦を行う．ユー

ザとエージェントの相互作用は他のエージェント

も監視することが可能であり，そのやりとりに応

じて，競争的に情報の推薦を行っていく． 
ここでは 2 体のエージェント（Yahoo!グルメ、関

西 Walker Plus）によるレストラン推薦を例にその

動きを説明する．推薦するレストランには予算（レ

ストランの平均予算）と距離（最寄駅からの距離）

の属性が付加されている． 
① ユーザは「心斎橋でカレーを食べたい．」とい

う要求を送る． 
② Walkerエージェントは予算 3000円，距離 91m

のレストランを推薦する． 
③ ユーザは Good を返答する． 
④ それに対してYahoo エージェントは予算1000

円、距離 336m のレストランを推薦する． 
⑤ ユーザは Nogood を返答する． 
⑥ それに対して Yahoo エージェントは，より距

離の短い， 予算 1000 円、距離 209m のレス

トランを推薦する． 

⑦ ユーザは Good を返答する． 
⑧ それに対して，距離は劣っているが，予算で勝

っている予算 500 円、距離 952m のレストラン

を推薦する． 
以上のように二つのエージェントが競争的に情

報を推薦しあい，ユーザはそれに対して自分の好

みを返答してゆくことにより，複数の情報源から

好みに合った情報を探し出すことができる． 
このような推薦の過程において，エージェントは

合理的な推薦を行う仕組みを導入している．すな

わち，他者の推薦よりも全ての属性において劣っ

ているような情報の推薦は行わない． 
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図 1 システム構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 動作画面 


